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図 1 11 月 27 日（金）の地点 A における主道路・従道路の往

復交通量と通学路として利用される横断歩道の横断者数 

（金） 

３箇所の交差点における交通量実測と改善計画立案 

交通量増大地域における歩行者の交差点横断の安全性向上を目的とした 

住民主体の交通実態の把握とその改善計画立案の支援 その２ 

 

 

 
 
1. はじめに 

本研究の目的は、草加市の柿木町会の交差点に歩行者

用信号機、手押し式信号機、右折専用信号機の設置に向

けた活動の支援を行うことである。そこで、交通量実測

を行い、改善計画を立案した。 

2. 交通量実測 
2.1. 交通量実測の概要 
 

 

 

 

 

 

 

 

2.2. 地点 A の実測結果 
11 月 27 日(金)）

の午前・午後の

地点 A における

主道路・従道路

の往復交通量と

通学路として利

用される横断歩

道の横断者数を

それぞれ図 1 に

示す。赤枠で囲

まれている部分

は小学生の登下

校時間帯である。 
小学生が登校

の際に地点 A を

利用するのは 7：
30～7：40 の間であり、この間は保護者が旗振りを行って

いる。この日は地点 A を 70 人の小学生が横断した。小学

生は従道路が青信号のときに横断歩道を渡る。小学生の

利用時間帯では、信号無視をする車や速度超過の車が多

く見受けられた。下校の際は 15：00～16：20 の間に計 55
人の小学生が横断した。下校時間帯は保護者による旗振

りが行われていないこともあり、小学生が横断しようと

しているにもかかわらず曲がる車が多く見受けられた。 
以上のことから、小学生は非常に危険な状況のなかで

地点 A の横断歩道を利用していると言える。 
2.3. 地点 B の実測結果 
11 月 22 日(日)、

27 日(金)、12 月

4 日（金）の地

点 B におけるピ

ーク 1 時間を含

む 3 時間の主道

路・従道路の往

復交通量を図 2
に示す。 

3 日間を通し

て主道路ではほ

とんどの時間帯

で往復交通量が

100 台を超え、

またピークの時

間帯では 200 台

近くまで達した。 
11 月 22 日

（日）のピーク

1 時間の往復交

通量が主道路で

860 台、従道路

で 15 台であっ

た。11 月 27 日

(金)のピーク 1
時間の往復交通量が主道路で 1186 台、従道路で 21 台で

あった。12 月 4 日（金）のピーク 1 時間の往復交通量が

主道路で 1142 台、従道路で 18 台であった。信号機の設

置のための必要条件の 1 つに「主道路の自動車等往復交

通量が最大となる 1 時間の主道路の自動車等往復交通量

が原則として 300 台以上であること」とあるが、実測結
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図 2 地点 B における主道路・従道路の往復交通量 

表 1 交通量実測の概要 

実測日 2015年11月22日 2015年11月27日 2015年12月4日

時間帯 14：00～18：00 7：00～10：00
14：30～18：00

7：00～18：00

参加人数 住民2名・学生2名　計4名

実測地点 地点B

目的

方法

・車両は車種別に乗用車、貨物車、二輪車の3種類に分けて計測する

・一方向からの交通量を右左折直進に分けて、10分ごとに計測する

・横断歩道ごとに歩行者と自転車の横断者数も計測する

地点A・B・C

住民94名・学生8名　計102名

手押し式信号機や歩行者用灯器の設置を訴えていくために、地点A・B・Cに
おいて交通量が多いと思われる時間帯、および問題が発生していると思わ
れる時間帯の交通量や交通の実態を把握する
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図 3 11 月 27 日(金)の地点 C における主道路・従道路の往復交通量と

通学路として利用される横断歩道の横断者数 

果より地点 B ではこの条件を大幅に上回っていることが

明らかとなった。 
2.4. 地点 C の実測結果 

11 月 27 日(金)の午前・午後の地点 C における主道路・

従道路の往復交通量と通学路として利用される横断歩道

の横断者数を図 3 に示す。赤枠で囲まれている部分は小

学生の登下校

時間帯である。 
小学生が登

校の際に地点

C を利用する

のは 7： 20～
7：30 の間であ

り、保護者が

旗振りを行っ

ている。町会

内の北側に住

む小学生が地

点 C を通学路

として利用し

ており、この

日は 24 人の小

学生が横断した。

小学生は主道路が青信号のときに横断歩道を渡る。小学

生の利用する時間帯は朝の通勤時間帯とちょうど重なる。 
下校の際は 15：20～16：30 の間に計 25 人の小学生が

横断した。地点 C では小学生に関して危険に感じた出来

事はなかったが、夕方の時間帯になると右直事故になり

かける場面が多く見受けられた。 
3. まとめ 
3.1. 地点 A に関して 
 アンケート調査を通じて、多くの町会住民が歩行者用

信号機の必要性を感じ、日頃から危険を感じていること

が把握できた。また地点 A は多くの小学生が利用する。

現状では横断歩道を渡ろうとしている小学生がいるにも

かかわらず、一旦停止をせずに先に曲がっていく車が多

い。交差点付近に道路標示を新たに設けたり歩行者用信

号機を設置したりすることで歩行者優先であることをよ

り明確にし、歩行者の安全性を向上できると考えられる。 
3.2. 地点 B に関して 
 警察庁の公開している「信号機設置の指針」における

「信号機の設置及び撤去における自動車等交通量の条件」

を図 4 に示す。この条件には、ピーク 1 時間の主道路の

自動車等往復交通量とピーク 1 時間の最大となる従道路

の自動車等流入交通量が関わってくる。そこで地点 B に

おける 3 日間の実測結果よりそれぞれピーク 1 時間の交

通量を集計し図 4 中にプロットしたところ、地点 B は図 4
中の領域②に該当した。警察庁は「信号機設置の指針」

の中で領域②を「交通の円滑の確保の観点から信号機の

設置を要しないが、交通の安全の確保の観点から信号機

の設置について検討できる場所」と定義している。アン

ケート調査より多くの住民が手押し式信号機の必要性を

感じ、日ごろから危険を感じていることが把握できた。

よって、地点 B に手押し式信号機を設置することでより

交通の安全性確保が実現できると考えられる。 

3.3. 地点 C に関して 
 アンケート調査を通じて、多くの町会住民が右折用信

号機と歩行者用信号機の必要性を感じ、日頃から危険を

感じていることが分かった。地点 C には病院と薬局があ

り、この地点は高齢者もよく利用する。歩行者用信号機

を設置することで歩行者優先であることをより明確にし、

歩行者の安全性を向上させることができると考えられる。 
また地点 C では、実測の際に右直事故が起こりそうな

場面が何回か見受けられた。過去にも右折に関係した交

通事故が発生している地点でもあるため、地点 C に右折

専用信号機を設置することは事故を未然に防ぐことに繋

がると考えられる。 
4. 第２回懇談会 

 2016 年 1 月 31 日に柿木公民館にて第 2 回懇談会を行っ

た。この懇談会ではアンケート調査と交通量実測の集計

結果を報告した。今後、町会は今回得られたデータをも

とに草加市くらし安全課、草加警察署へ信号機設置の陳

情を行っていくことも確認した。 
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図 4 信号機の設置及び撤去における自動車等交通量の条件１） 
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